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入試問題印刷等委託業務にかかる書類のファクシミリ誤送信について 

 

                      平成 30年 6月 13日 

                        公立大学法人 下関市立大学 

 

 

 平成 30 年 6 月 12 日午後 4 時 50 分頃、本学事務局が入試問題印刷等委託業務の契約に

あたり、業者に見積書を依頼する際、ファックス番号を誤って第三者（一般家庭）に送付し、

秘匿すべき入試に関する編集、印刷、輸送に関する仕様が流出してしまいました。関係者の

皆さま、本学学生、保護者の皆さま、市民の皆さまにご迷惑、ご心配をおかけしましたこと

をお詫び申し上げます。 

 なお、このたびの契約手続きは中止し、提示した仕様書もあらためて作成し、契約手続き

を再度おこないます。 

 また、入試問題は現時点では作成しておらず、問題の流出ではありませんので申し添えさ

せていただきます。 

 

１ 入試問題印刷等の業務内容 

  ・業務名 平成 31年度入試問題印刷等業務 

    内容：編集作業・校正作業・印刷作業・輸送作業 

    委託期間：平成 30年 8月 1日～平成 31年 3月 22日 

     ※業者からの見積書提出期限は平成 30年 6月 29日 

 

２ 契約の方法 

  ・随意契約（見積合わせ） 

 

３ 事件の発生 

  ・随意契約による見積合わせの段階で、業者に見積を求めた際、秘匿を要する仕様書 

をファックスで業者に送るべきところを誤って県外の一般家庭に送信しました。(送付 

状１枚、依頼文１枚 仕様書 5枚 計 7枚) 

原因は市外局番を誤って入力したことでした。 

・誤送信直後、業者に電話で送信済みの確認をしたところ、相手方に届いておらず、 

本学事務局のファックス送信機の送信記録を確認したところ、入力ミスで誤送信され 

ていることがわかりました。 

 



４ 対応 

  ・誤送信で受信した方にはただちにお詫びと受信データの消去をお願いしました。（受

信された方は受信データを削除された旨、本日 13日にご本人から確認しました。） 

・今後、受信された方を訪問し、お詫びとデータ消去の確認をします。 

・仕様書の全面見直しを行い、あらためて入札をおこない、適正な入試が実施できる 

ようにします。 

 なお、このたびの契約手続は本日（平成 30年 6月 13日）に中止しました。 

 

５ 今後の防止策 

    ファックスの誤送信の再発防止のため、ファックス送信機の電話番号 2度入 

   力機能の活用や複数職員による確認をおこないます。 

    また、パスワードをかけたメールを利用するなど,より有効な方策も検討するほか 

   一番重要な職員の意識向上に努めてまいります。 

 

 

≪参考≫ 

  ・対象入試 

    推薦入学・帰国子女特別選抜・社会人特別選抜・第 3年次編入学 

        外国人留学生選抜 

    一般選抜前期日程 

    一般選抜公立大学中期日程 

     

     

 

 

                  問合わせ 

                   公立大学法人 下関市立大学 事務局 

                     事務局長   砂原 雅夫 

                     事務局次長  上本 孝司 

 

                       ℡ 083-252-0288 

 

 

 

  


